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年 月号

まちの人口と世帯数
（ 年 月末現在）
人 口 人
男 人
女 人
世帯数 世帯

今月の表紙 【わが町を守る】

・目次
島のニュース
公共交通の活性化は地域の柱
町の台所事情
ハイスクールリポート
きょういく大崎上島
英語にチャレンジ
人権の視点
ヘルシー愛ランド（健康）
消費生活情報
確定申告をお忘れなく
お知らせのページ
行事カレンダー
まちのわんぱくちゃん

月 日、大崎小学校グラウンドにて
消防出初式が行われました。
昨年、日本は災害が多くあり いつ大

崎上島町も災害にあうかもしれない と、
いつにも増して緊張感のある式典でした。
また、アトラクションでは大崎幼稚園
の園児が踊りを披露しました。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
バ
レ
エ

月

日
、
古
江
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

座
っ
て
で
き
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
レ
ッ

ス
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
指
導
し
た
の
は
、

町
内
で
教
室
を
主
宰
し
て
い
る
森
ル
イ
さ
ん
。

今
回
で

回
目
で
す
。
バ
レ
エ
音
楽

白
鳥

の
湖

に
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
大
き
く
体

を
動
か
し
て
い
く
と
、
次
第
に
心
も
体
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
。
参
加
者
か
ら
は
音
楽
が
い
い
、

楽
し
い
と
好
評
で
し
た
。
今
日
は
、
い
つ

も
よ
り
笑
顔
が

た
く
さ
ん
見
ら

れ
ま
し
た

と

サ
ロ
ン
ス
タ
ッ

フ
の
望
月
さ
ん
。

楽
し
く
体
を
動

か
せ
る
、
と
口

づ
て
に
評
判
は

伝
わ
っ
て
い
ま

す
。

将
来
を
思
い
描
き

月

日
、
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
で
、

平
成

年
に
卒
業
予
定
の
学
生
を
対
象
と
し

た
合
同
企
業
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第

部
の
業
界
別
講
演
会
で
は
企
業
の
案

内
だ
け
で
な
く

社
会
が
求
め
る
人
材
と
心

構
え

に
つ
い
て
、

人
の
講
師
が
語
り
ま

し
た
。

今
回
の
合
同
企

業
説
明
会
に
は
、

海
外
で
も
活
躍
し

て
い
る
企
業
や
、

地
元
に
根
付
い
て

活
躍
し
て
い
る
企

業
な
ど

社
が
参

加
。
商
船
の
学
生

だ
け
で
な
く
、
大

崎
海
星
高
校

年

生
と
合
わ
せ
て
、

約

名
の
学

生
が
、
将
来
の
進
む
道
を
思
い
描
き
な
が
ら

真
剣
な
面
持
ち
で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
に
は
、
学
生
が
企
画
し

た
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
も
行
わ
れ
、
あ
い
さ

つ
や
身
だ
し
な
み
に
つ
い
て
講
師
を
招
き
社

会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

第 部は、企業ブースでの個別説明と質問対応



毎
月
医
療
講
演
、

回
達
成

大
串
よ
っ
て
み
ん
さ
い
屋
で
毎
月
開
催
さ

れ
て
い
る
医
師
円
山
忠
信
さ
ん
の
医
療
講
演

が
、
昨
年

月
で

回
を
迎
え
ま
し
た
。

地
元
に
医
院
の
な
い
大
串
の
高
齢
者
に
、
予

防
の
一
助
と
な
れ
ば
と
、
地
域
医
療
を
志
す

円
山
医
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
続

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
難
し
い
医
療
の

こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
お
話
く
だ
さ
る
と
評
判
で
、
地
域
外
か
ら

聞
き
に
く
る
人
も
い
ま
す
。
当
日
は
、
感
謝

と
記
念
の
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ン
タ
が
交
通
安
全
を
指
南

月

日
、
ル
ン
ビ
ニ
幼
稚
園
で
交
通
安

全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
原
警
察
署
木

江
分
庁
舎
か
ら
署
員

人
が
訪
れ
、
大
型
絵

本
を
使
っ
た
り
、
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
が
登

場
し
て
事
故
を
演
じ
て
見
せ
た
り
。
園
児
た

ち
に
も
わ
か
り
や
す
く
交
通
安
全
に
つ
い
て

説
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
も
ち
つ
き
も
毎
年

恒
例
の
楽
し
い
年
末
の
行
事
で
す
。

身
も
心
も
鍛
え
て

月

日
、
広
小
学
校
体
育
館
（
呉
市
）

に
て
、
第

回
糸
東
流
空
手
道
広
島
県
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
出
場
し
た
児

童
の
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
省
略
）

小
学
校

・

年
生

女
子
組
手
試
合

三
位

平
本

子
々

小
学
校

・

年
生

男
子
組
手
試
合

三
位

福
井

達
也

小
学
校

・

年
生

男
子
形
試
合

三
位

山
崎

竜
弥

小
学
校

・

年
生

男
・
女
組
手
試
合

三
位

高
下

岬

小
学
校

・

年
生

男
・
女
組
手
試
合

三
位

高
下

翼

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

月

日
、
大
崎
上
島
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た
人
権
教
室
の
中
で
、
第

回
全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
省
略
）

全
国
法
務
省
奨
励
賞

広
島
県
大
会
最
優
秀
賞
広
島
法
務
局
長
賞

東
広
島
竹
原
地
区
大
会
優
秀
賞

広
島
県
大
会
優
秀
賞

東
広
島
竹
原
地
区
大
会
優
秀
賞

東
広
島
竹
原
地
区
大
会
佳
作

恵良 桜子（ 年）脇 圭志（ 年）有田はるか（ 年）

福祉に貢献

第 回広島県知的障害者福祉大会
において、大崎上島障害児者わかば
の会の玉田博満会長が広島県手をつ
なぐ育成会から、広島県および大崎
上島町の知的障害児者団体の充実発
展に貢献し、その功績が顕著である
ことを表彰されました。
また、同大会で大崎上島障害児者
わかばの会の平田和子さんが知的障
害児教育に貢献したことに、感謝状
が贈られました。
お二人とも、大崎上島町の知的障
害児者団体の活動に 年以上尽力さ
れ、その功績を認められたものです。

写
真

玉
田
博
満
さ
ん



美
し
い
調
べ
に
乗
っ
て

月

日
、
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

神
峰

に
て
、
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
第

回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、

ゲ
ス
ト
に
平
岡
麻
衣
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

の
演
奏
会
で
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成

年
度
奨
学
金
の

申
込
を
受
付
け
て
い
ま
す

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
短
期

大
学
・
大
学
に
進
学（
在
学
中
を
含
む
）

を
希
望
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
人
（
た
だ
し
、
本
人
又
は

そ
の
保
護
者
が
町
内
に
住
所
を
有
す
る

者
に
限
る
）
に
対
し
て
、
町
が
奨
学
金

貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
金
額

高
校
（
高
等
専
門
学
校
含
む
）

月
額

円

大
学（
短
期
大
学
・
各
種
学
校
含
む
）

月
額

円

又
は
月
額

円

（
選
択
制
）

貸
付
期
間

正
規
の
修
学
期
間

償
還
方
法

半
年
賦
均
等
償
還
。
無
利
子

申
込
み
受
付

月

日

月

日
ま
で

申
し
込
み
用
紙
は
、教
育
委
員
会（
大

崎
支
所

階
）、
本
庁
住
民
課
、
木
江

支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
お
問
合
せ
は
教
育
委
員
会
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

問
教
育
委
員
会

問

平成 年度大崎上島町成人式 対象者 平成 年 月 日生まれ 平成 年 月 日生まれ

月 日、平成 年度大崎上島町成人式が大崎上島文化センターホール 神峰 で行われました。当日朝、
華やかな晴れ着やスーツに身を包んだ新成人たちが、次々と到着。今年度の新成人約 人のうち 人が出席し、
代表として池本真由さん（東野）が 成人としての自覚を持ち、たくさんの方の期待に応えられるよう、夢に
向かって進んでいきます と述べました。式の後に行われた記念撮影では、久しぶりに会った友や恩師と仕事
や学校生活など自身の現状を報告し、将来の目標や夢を語り合っていました。

【
平
岡
麻
衣
子
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

広
島
県
出
身
。
不
慮
の
事
故
で
全
身
に

麻
痺
が
残
る
。
リ
ハ
ビ
リ
を
重
ね
、
左
手

を
使
っ
て
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
ま
で
回
復
。

年
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
第

回
障
害
者
国
際
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
で
芸
術
賞
を
受
賞
。



く
抱
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
私
は

歳
以
上

が

％
を
超
え
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
が
よ
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
公

共
交
通
が
充
実
し
て
ほ
し
い
。
利
用
者
の
便

宜
を
優
先
す
る
の
が
公
共
交
通
に
と
っ
て
大

切
だ
か
ら
で
あ
る
。

バ
ス
の
乗
り
方

教
室

広
島
県
の
他
地
域
に
は
な
い
取
り
組
み
が

大
崎
上
島
町
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
が

バ

ス
の
乗
り
方
教
室

の
開
催
で
あ
る
。
単
に

バ
ス
利
用
の
マ
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
地
域
に

と
っ
て
い
か
に
公
共
交
通
が
大
切
か
を
認
識

す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
小
学
生
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
こ
の
マ
ナ
ー
は
船
に
も
影
響

を
あ
た
え
、
交
通
利
用
の
方
法
が
確
立
す
る

好
機
に
も
な
っ
て
い
る
。
み
ん
な
の
公
共
交

通

生
活
交
通
と
い
う
理
解
が
広
ま
れ
ば
、

気
持
ち
よ
く
利
用
す
る
人
た
ち
が
増
え
て
い

く
だ
ろ
う
。
こ
の

教
室

は
そ
う
い
う
効

果
を
も
た
ら
し
た
。

公
共
交
通
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う

先
進
的
な
取
り
組
み
を
す
す
め
る
大
崎
上

島
町
の
公
共
交
通
を
、
地
域
み
ん
な
の
応
援

バ

で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
赤
字

経
営
を
回
避
し
、
厳
し
い
町
の
財
政
に
も
好

影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

大
崎
上
島
町
の
取
り
組
み

こ
う
い
っ
た
協
議
会
は
、
広
島
県
の
各
地

域
で
開
か
れ
て
い
る
。
国
や
県
か
ら
の
補
助

も
あ
る
が
、
大
崎
上
島
町
で
は
国
の

低
炭

素
型
交
通
推
進
事
業

の
支
援
を
受
け
、
地

球
温
暖
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
も
併
せ
て
行
っ

て
い
る
。
車
の
排
気
ガ
ス
が

（
二
酸

化
炭
素
）
を
増
産
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

自
然
を
守
る
環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
願
い
が
そ
こ
に
込
め

ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
公
共
交
通
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
が
活
性
化

す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
く
に
高

齢
化
が
す
す
む
大
崎
上
島
町
で
は
、
気
持
ち

よ
く
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
れ
る
。

と
こ
ろ
で
中
山
間
地
域
の
安
芸
高
田
市
で

は
、
先
ご
ろ
お
こ
な
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
、
公
共
交
通
の
ひ
と
つ
で
あ
る
バ
ス
利

用
者
の

％
が
高
齢
女
性
（

歳
以
上
）
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
事
例
は
何
も

安
芸
高
田
市
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
島
や
江
田

島
市
、
三
原
市
、
三
次
市
、
庄
原
市
で
も
同

じ
で
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
集
落
を
維
持

す
る
こ
と
が
困
難
な

限
界
集
落
（

歳

以
上
が
人
口
の

％
を
超
え
る
集
落
）
を
多

大

暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通
。
人
口
減
少

に
伴
っ
て
利
用
が
減
少
す
る
と
、
存
続
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
町
で
は
今
年
度
、
低
炭
素

型
交
通
推
進
事
業
と
し
て
バ
ス
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
公
共
交
通
を
存
続
す

る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
県
立
広
島
大
学
名

誉
教
授
で
大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携
協
議

会
委
員
の
野
原
建
一
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

公
共
交
通
の
危
機

い
ま
大
崎
上
島
町
で
は
、
地
域
の
公
共
交

通
に
つ
い
て

公
共
交
通
連
携
協
議
会

を

中
心
に
議
論
を
重
ね
て
い
る
。
と
く
に
高
齢

化
が
す
す
み
、
過
疎
化
が
す
す
む
地
域
で
は
、

そ
の
真
剣
さ
の
度
合
い
は
大
き
い
。
中
山
間

地
域
で
は
こ
の
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
展
し
、

こ
の
大
崎
上
島
町
を
は
じ
め
と
す
る
島
し
ょ

部
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
便
宜
を
感

じ
て
利
用
し
、
交
通
を
必
要
と
す
る
人
々
を

運
び
、
利
用
者
の
満
足
度
を
高
め
る
交
通
が

す
ば
ら
し
い
。
利
用
者
が
多
い
高
齢
の
女
性

公
共
交
通（
生
活
交
通
）
の
活
性
化
は
地
域
の
柱

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携
協
議
会
（
事
務
局

大
崎
上
島
町
企
画
課
）

野原建一さん。学識経験
者として 協議会 に参
加。会議では議長を務め
ています。

ふれあいサロン（町内 か所）でバス
の乗り方の話をしました。参加者から
は 島内バスを利用したツアーを企画
したい など積極的な意見も。

で
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
バ
ス
や
船
等
の
利
用

を
い
ま
以
上
に
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
促
進
す
る
に
は
事
業
者
の
都
合
も
聞
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
何
よ
り
も
利
用
者

の
要
望
（

ニ
ー
ズ
）
を
聞
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
望
み
を
聞
い
て
ダ
イ
ヤ
編
成

や
運
行
コ
ー
ス
を
作
成
す
れ
ば
、
利
用
者
の

満
足
度
は
高
ま
り
、
そ
れ
が
利
用
促
進
に
つ

な
が
る
。
き
め
こ
ま
か
い
定
期
的
な
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
も
大
切
で
あ
る
。
す
べ
て
は
難

し
い
が
、
可
能
な
か
ぎ
り
多
く
の
人
た
ち
の

満
足
が
え
ら
れ
る
公
共
交
通
が
構
築
で
き
れ

ば
、
活
性
化
は
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
私
は

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携
協
議
会

で

の
取
り
組
み
が
公
共
交
通
の
活
性
化
を
促
進

し
、
そ
れ
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

の
は
ら
・
け
ん
い
ち

年
東
京
都
生
れ
。
広
島
県
立
大
学
名
誉
教

授
。
地
域
経
済
、
生
活
交
通
、
経
済
史
等
が
専

門
で
各
地
の
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
。
広
島
県

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
、
庄
原
市
・
安
芸

高
田
市
公
共
交
通
連
携
協
議
会
会
長
他
。
共
著

地
方
か
ら
の
変
革
と
地
域
政
策

他
著
書
・

論
文
多
数
。

お
と
姫
バ
ス
実
験
運
行
は
、

月

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

昨
年

月
に
運
行
を
開
始
し
た
実
証

運
行
は
、

月
末
に
終
了
し
ま
し
た
。

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
最
終
的
な
利
用
者
数
な

ど
の
実
証
運
行
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
今
後
の
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

おしらせおしらせ



●町税�
　1,412,097千円�
　16.2％�

●地方譲与税�
　60,001千円�
　0.7％�
●利子割交付金�
　3,521千円�
　0.0％�
●配当割交付金�
　854千円�
　0.0％�
●株式等譲渡�
　所得割交付金�
　471千円�
　0.0％�

●地方消費税交付金�
　86,079千円�
　1.0％�

●地方交付税�
　3,552,780千円�
　40.8％�

●交通安全対策特別交付金�
　1,003千円�
　0.0％�
●分担金及び負担金�
　139,786千円�
　1.6％�

●使用料及び手数料�
　86,839千円�
　1.0％�

●国庫支出金�
　1,045,551千円�
　12.0％�

●県支出金�
　439,340千円�
　5.0％�

●財産収入�
　32,594千円�
　0.4％�
●寄附金�
　234千円�
　0.0％�

●繰入金�
　129,029千円�
　1.5％�
●繰越金�
　155,632千円�
　1.8％�

●町債�
　1,249,500千円�
　14.4％�●諸収入�

　277,146千円�
　3.2％�

●自動車取得税交付金�
　18,087千円�
　0.2％�
●地方特例交付金�
　15,093千円�
　0.2％�

大崎上島町の平成 年度一般会計の決算についてお知らせします。歳入は 億 万円で
昨年度より 億 万円、（ ％）増加し、歳出は 億 万円で昨年度より 億
万円、（ ％）増加しました。歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は 億
万円の黒字、形式収支から翌年度に繰り越すべき財源（ 万 千円）を引いた実質収
支は 億 万円の黒字となっています。

平
成

年
度

町
の
台
所
事
情

財
政
状
況
の
あ
ら
ま
し

問
総
務
課

問

端
数
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
為
、合
計

額
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成

年
度
末
人
口

人
で
算
出
。

住
民
一
人
当
た
り
の

町
税
負
担
額
は
？

町民税
円 人

固定資産税
円 人

入湯税
円 人

軽自動車税
円 人

町たばこ税
円 人

一般会計歳入一般会計歳入

％は小数点 位以下のため



●議会費�
　74,410千円�
　0.9％�

●総務費�
　1,687,017千円�
　19.9％�

●民生費�
　1,384,892千円�
　16.3％�

●衛生費�
　950,748千円�
　11.2％�

●労働費�
　21,689千円�
　0.3％�

●農林水産業費�
　438,992千円�
　5.2％�

●商工費�
　75,583千円�
　0.9％�

●土木費�
　857,274千円�
　10.1％�●消防費�

　384,976千円�
　4.5％�

●教育費�
　765,804千円�
　9.0％�

●災害復旧費�
　55,047千円�
　0.6％�

●公債費�
　1,786,110千円�
　21.1％�

●諸支出金�
　０千円�
　0.0％�

歳出決算額のうち主なもの （単位 万円）
地区活動育成助成費
集会施設整備事業
情報化推進事業
まちづくり振興基金積立金 億
コミュニティバス運行事業
海上交通運行欠損額補助事業 億
医療関係特別会計繰出金 億
社会福祉協議会費
保育所措置費
子ども手当支給事業
生活保護費 億
大崎上島斎場整備事業 億
保健事業費
清掃費 億
簡易水道費 億
労働金庫預託金

一般会計歳出一般会計歳出

中山間地域等直接支払交付金
農業集落排水事業特別会計繰出金
地籍調査費
中山間地域総合整備事業
林道新設改良費
漁業集落排水事業特別会計繰出金
商工振興費
道路新設改良費 億
急傾斜地崩壊対策費
港湾建設費
公共下水道事業特別会計繰出金 億
常備消防運営費 億
消防防災施設費 億
園児・児童・生徒送迎事業 億
修学奨励費
公債費 億

住
民
一
人
当
た
り
の

使
い
道
は
？

（
平
成

年
度
末
人
口
で
算
出
）

農林水産業費
円 人

商工費
円 人

総務費
円 人

土木費
円 人

民生費
円 人

教育費
円 人

消防費
円 人

公債費
円 人

衛生費
円 人

議会費
円 人



●国民健康保険事業�
　1,415,535千円�

●介護保険事業�
　1,445,509千円�

●老人保健事業�
　4,888千円�

●後期高齢者医療保険事業�
　162,464千円�

●簡易水道事業�
　514,129千円�

●公共下水道事業�
　425,479千円�

●農業集落排水事業�
　40,641

●漁業集落排水事業�
　61,128千円�

●港湾管理�
　18,146千円�
●漁港管理�
　5,364千円�
●交通事業�
　70,627千円�
●干拓地管理�
　39,520千円�

●国民健康保険事業�
　1,329,510千円�

●介護保険事業�
　1,423,944千円�

●老人保健事業�
　2,961千円�

●後期高齢者医療保険事業�
　160,745千円�

●簡易水道事業�
　494,902千円�

●公共下水道事業�
　421,491千円�

●農業集落排水事業�
　39,246千円�

●漁業集落排水事業�
　58,041千円�

●港湾管理�
　17,546千円�
●漁港管理�
　4,297千円�
●交通事業�
　68,538千円�
●干拓地管理�
　32,310千円�

一
般
会
計
の
ほ
か
に

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す

地
方
公
共
団
体
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
若
し
く
は
特
定
の
歳
入
を
持
っ
て
特
定

の
歳
出
に
あ
て
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
分
し

て
経
理
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
特
別
会
計

と
し
ま
す
。

基
金
は
町
の
預
金

基
金
に
は
、

特
定
の
目
的
の
た
め
に
財

産
を
維
持
し
資
金
を
積
み
立
て
る
も
の
と
、

特
定
の
目
的
の
た
め
に
定
額
の
資
金
を
運

用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
財
政
調
整
基
金
（
税
収
の
減
や
災
害
の

発
生
等
思
わ
ぬ
支
出
に
備
え
る
も
の
）、
減

債
基
金
（
将
来
の
借
入
金
返
済
に
充
て
る
も

の
）、
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
、
介

護
給
付
費
準
備
基
金
等
ほ
と
ん
ど
の
基
金
は

に
該
当
し
ま
す
。

に
該
当
す
る
の
は
土

地
開
発
基
金
、
国
光
奨
学
金
基
金
で
す
。

町
債（
地
方
債
）は
町
の
借
入
金
で
す

町
が
事
業
を
行
う
た
め
の
借
金
を
地
方
債

と
い
い
ま
す
。
そ
の
返
済
は
年
度
を
越
え
て

行
わ
れ
ま
す
。
地
方
債
の
活
用
に
よ
っ
て
財

政
負
担
の
年
度
間
調
整
や
世
帯
間
の
負
担
の

公
平
が
図
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
無
制
限
な

依
存
は
財
政
運
営
の
健
全
性
を
保
つ
観
点
か

ら
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
地
方
債
を
発
行
で

き
る
の
は
原
則
と
し
て
公
共
施
設
の
建
設
事

業
費
の
財
源
と
す
る
場
合
な
ど
に
限
ら
れ
ま

す
。

基 金（一般会計） （単位 千円）

名 称 年度末現在高

財政調整基金
減債基金
ふるさとづくり基金
長島大橋維持管理基金
地域福祉基金
地域振興基金
共同墓地基金
土地開発基金
国光奨学金基金
大串干拓地整備基金

合 計

国光奨学基金には貸付金額を、土地開発
基金には土地としての保有額を含んでい
ません。

基 金（特別会計） （単位 千円）

名 称 年度末現在高

国民健康保険財政調整基金
介護給付費準備基金
下水道事業減債基金

合 計

特 別 会 計特 別 会 計

歳 入歳 入

歳 出歳 出



●一般公共事業債�
　916,792千円�

●一般単独事業債�
　2,693,269千円�

●公営住宅建設事業債�
　172,190千円�
●教育・福祉施設�
　整備事業債�
　232,911千円�
●辺地対策事業債�
　316,321千円�
●災害復旧事業債�
　16,282千円�

●過疎対策事業債�
　4,649,110千円�

●地域改善対策�
　特定事業債�
　182千円�
●財源対策債�
　93,291千円�
●臨時財政特例債�
　21,944千円�
●減税補てん債�
　153,315千円�
●臨時税収補てん債�
　31,986千円�

●臨時財政対策債�
　2,625,973千円�

●県貸付金�
　12,798千円�

●簡易水道事業債�
　1,017,493千円�

●下水道事業債（公共下水道）�
　1,158,519千円�

●下水道事業債（農業集落排水）�
　255,547千円�

●下水道事業債（漁業集落排水）�
　410,178千円�

町財政の健全度
平成 年に 地方公共団体の財政の健全化に関する法律 が制定され、地方公共団体は、毎年度、健全化判断比

率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）と公営企業会計に関する資金不足比率を
公表し、自治体の財政状況を明らかにすることになりました。
大崎上島町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりで、国の定める基準を超えているものはありません。
平成 年度決算と比較すると、実質公債費比率が ポイント減少しました。これは合併関連事業に伴う地方債（借
金）の返済額の増加以上に標準財政規模（普通交付税等）が増加したことにより改善したものです
将来負担比率についても、 ポイント減少していますが、地方債残高の減少や人員削減による退職手当負担見
込額の減少によるものです。
公営企業会計に係る資金不足比率については、資金不足を生じている会計はありません。

赤字比率

全会計の決算が町の経常的な
年収の何割かを表す数値

実質公務費比率

一般会計が負担すべき借金返
済金額が町の歳入の何割かを表
す数値

将来負担比率

将来にわたり負担する債務が
町の歳入の何割かを表す数値

赤字比率

全会計の決算が町の経常的な
年収の何割かを表す数値

実質公務費比率

一般会計が負担すべき借金返
済金額が町の歳入の何割かを表
す数値

将来負担比率

将来にわたり負担する債務が
町の歳入の何割かを表す数値

特特 別別 会会 計計

健全化判断比率と、資金不足の状況

健全化判断比率
平成 年度
決算

平成 年度
決算

早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 ─ ─ （ ） （ ）

連結実質赤字比率 ─ ─ （ ） （ ）

実 質 公 債 費 比 率 （ ） （ ）

将 来 負 担 比 率 （ ） ─

健全化判断比率
平成 年度
決算

平成 年度
決算

早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

町債の残高町債の残高



HIGH SCHOOL REPORT

第 回全国高等専門
学校プログラミングコ
ンテストが昨年 月
日、 日舞鶴市で開催
され、自由部門と競技
部門で特別賞を受賞し
ました。
・自由部門 特別賞

おしゃべり冷蔵庫内管理システム
（流通情報工学科 年生チーム）

・競技部門 特別賞
（流通情報工学科 年生チーム）

全国高専プログラミングコンテストで特別賞

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土小説ロボジー 矢口 史靖

お母さんは命がけであなたを産みました 内田美智子

怪談 柳 広司

加藤清正虎の夢見し 津本 陽

かなたの子 角田 光代

人生に七味あり 江上 剛

お別れの、そのあとで 伊藤たかみ

会えなかった人 由井 鮎彦

休休

ひまわり会
絵本のよみかたり

絵本 すうじのえほん
大型絵本

もりのおふろ

開館時間

月 日 、大崎上島文化センターホール 神峰 に
て、昨年度に引き続き大崎上島中学校と合同で、広島交
響楽団による弦楽四重奏を鑑賞しました。
演奏はクラシック曲に限らず、テレビでよく聞く曲や
童謡なども演奏され、素晴らしい生の演奏を聴くことが
できました。

芸術鑑賞

昨年 月 日 ・ 日 の両日、留学生 名が研修旅
行に行きました。
日本の歴史・文化・産業・工業技術など幅広い分野を
体験することで学習効果の向上を図り、日本文化に慣れ
親しむことを目的に毎年行われています。
今回は、香川県にある 栗林公園 金刀比羅宮 総本

山善通寺 の見学、産業・工業技術学習のため愛媛県の
タオル美術館 や 瀬戸内三橋 などを視察しました。
名物の 讃岐うどん を食べ、四国八十八カ所巡りの
お遍路さん にも会い、留学生にとって日本の様々な

文化を楽しく体験する良い機会となりました。

留学生 名が研修旅行に行きました

月 日 に行われる大崎上島駅伝大会に今年も参加
します。応援よろしくお願いします。

大崎上島駅伝大会に参加します

本校は、広島県教育委員会よりステップアップハイス
クールの指定を受けています。その事業の一環として、
月 日 に、第 学年全員が県内 校の高校生ととも

に企業を訪問しました。広島県防災航空センター、株式
会社 （広島空港
事務所）を訪れ、そ
れぞれの施設を見学
し、事業内容につい
て学びました。他の
学校の生徒とグルー
プディスカッション
を行い、交流も深め
ました。

県内企業訪問（ 学年）

上 企業訪問での
施設見学

左 企業訪問での
発表の様子



平
成

年
度【
第

回
定
例
会
議
】

月

日

議
事

日
程
第

報
告

高
校
進
学
志
望
状
況
に
つ
い

て日
程
第

協
議

大
崎
上
島
町
食
育
推
進
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

日
程
第

協
議

町
立
幼
稚
園
再
編
に
つ
い
て

日
程
第

協
議

平
成

年
度
大
崎
上
島
町
就

学
指
導
に
つ
い
て

そ
の
他

懸
案
事
項
に
つ
い
て

月

日
の
広
島
刑
務
所
か

ら
受
刑
者
が
逃
走
し
た
事
件
で

は
、
町
民
の
皆
様
に
園
児
・
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
迅
速

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

佐藤学先生・北川威子先生をお迎えして、公開研究会を行いました。当日はあいにく
の雨で、送迎係や駐車場係をしていただいた保護者の方々には大変なご苦労をおかけし
ました。そんな支えのおかげで、島外から 名島内から 名・保護者 名と多くの方の
参加をいただきました。遠くは大分・鳥取・島根・岡山からの参加もあり、島根県浜田
市の小学校の校長先生から 幸せな気分でした と研究会の感想をもらいました。

【 月】【 月】
《税についての作文 人権作文 環境啓発ポスター 標語 ありがとうの手紙》

櫂
伝
馬
体
験

【

月
】

今月は大崎上島中学校今月は大崎上島中学校

学びあい、尊びあい、高めあう生徒

今年で 回目、東京都品川区の大崎駅で大崎上島の特産品（しい
たけ・ジャム・ふりかけ・レモン）を販売しました。慣れない接客
でしたが知らない人に初めての土地で大きな声でアピールして、完
売することができ、やりきった満足感と笑顔で終了しました。

第 回中学生の
税についての作文

【学校賞】
税務署長賞 文田あかね
署連会長賞 橋本 彩香
法人会会長賞 西本 直也
【署連入賞】
笠原雛乃・岡本真歩・須賀 響
近下あずさ 山根拓也 奧本茉奈

人権作文
《全国法務省表彰 感謝状》

全国法務省奨励賞
広島県大会最優秀賞 広島法務局長賞

惠良桜子
広島県大会優秀賞 脇 圭志
東広島竹原地区大会優秀賞 惠良桜子

脇 圭志
地区表彰 有田はるか

くれしん
ありがとうの手紙

優秀賞 勝村 野詠
努力賞 近下あずさ 橋本彩加

環境啓発ポスター
奨励賞 松本早織
奨励賞 鳥居 花

環境啓発標語
奨励賞 水井渥洋

【

月
】

年
海
洋
教
室

公
開
研
修
会

年
修
学
旅
行

青

海

祭

【

月
】

パ
ト
リ
ッ
ク
先

生
と
の
出
会
い

パトリックです。
よろしくお願い
します。
漢字読めます。
書けます。住吉祭 子ども櫂伝馬住吉祭 子ども櫂伝馬

年
生
思
春

期
ふ
れ
あ
い

体
験
学
習

テーマ みんなの思い，歌声にこめて

初めてのチャレンジ
校歌を全校合唱にアレンジしました。
男女の特徴を生かした歌声で感動しました。

歌声にこめて

アマモの観察アマモの観察 カッター訓練カッター訓練



冬はアメリカにも日本にも色々な祝日があって、ほと
んどの人が少なくとも 日、 日仕事を休んで、家族や
友達と楽しい時間を過ごします。文化は違うのにこの基
本的な習慣は同じようです。多分アメリカの一番有名な
冬の祝日はクリスマス、ハヌカーやお正月です。ハヌカー
はユダヤ教のお祝いで、 日だけではなく 日間も続き
ます！クリスマスは 日だけですが、クリスマス・イブ
もあるのでお祝いは 日間続きます。クリスマスに教会
に行くというキリスト教の習慣が有名ですが、サンタク
ロースの話やクリスマスツリーの飾り付け、プレゼント
交換のような宗教以外の方法でクリスマスを楽しむ人も
たくさんいます。また皆さん久しぶりに家族と一日中リ
ラックスして、楽しい時間を過ごすのが好きですよね。

アメリカで私は毎年、クリスマスの朝に両親の家に
行って、家族とプレゼントを交換したりブランチを食べ
たりしました。また大晦日は夜に友達とパーティーをし
て、元日は自分の家で一日中リラックスしました。しか
し今年は日本にいたのでジャパニーズスタイルでクリス
マスやお正月を祝いました。クリスマスにアヤコとたく
さんのケンタッキーフライドチキンを買って帰って食べ
ました。私は電話で母親にこのチキンを食べる習慣を伝
えたら彼女は 変なの！ と、とてもびっくりしていま
した。お正月は鳥取県の米子市の妻の実家に帰りました。
大晦日の夜にパーティーに行く代わりにアヤコの弟や両
親と真夜中に神社に行きました。
元日にお祖父さんやお祖母さん
の家に家族と県外から帰ってき
た親戚が集まって一緒におせち
料理を食べました。日本とアメ
リカのお祝いの仕方は全く違い
ますが、今年の冬休みは素敵な
時間を過ごしました！

祝日の祝い方
パトリック・マーフィー



僕
は
小
学
校
六
年
生
ま
で
福
岡
県
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
僕
が
体
験
し
た
こ

と
で
す
。
五
年
生
の
こ
ろ
、
僕
の
友
だ
ち
の

君
が
、
同
級
生
の

君
の
靴
を
隠
し
た
り
、

か
ら
か
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
し
た
。
最
初
は
僕
も
あ
ま
り
気
に
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

君
の
こ
と
を

な
ん

だ
か
か
わ
い
そ
う

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

あ
る
日
僕
は
勇
気
を
だ
し
て
先
生
に

君
が
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
ま
す

と
報
告
し

ま
し
た
。
初
め
先
生
は
、
じ
ゃ
れ
合
っ
て

い
る
だ
け
だ
ろ
う
と
、
い
じ
め
と
は
思
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
の
後

い

じ
め

と
分
か
り
、

君
は
、
先
生
に
注
意

さ
れ
、
そ
の
日
一
日
は
反
省
し
た
様
子
で
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
の
日
学
校

に
行
く
と
、
い
じ
め
は
前
以
上
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
て
、
蹴
っ
た
り
た
た
い
た
り

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
も
、
死
ね

う
ざ
い

消
え
ろ

な
ど
の
言
葉
が
飛

び
交
う
よ
う
に
な
り
、
そ
ん
な
日
々
が
続
き

ま
し
た
。

そ
れ
は
六
年
生
に
な
っ
て
も
続
き
ま
し
た
。

僕
は
そ
の
い
じ
め
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

毎
日
、
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
思
う
と
、
自
分
が
と
て
も
恥
ず
か
し
い
で

す
。
本
当
の
友
達
な
ら
止
め
る
べ
き
な
の
に
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

君
に
声
一
つ
か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い

ま
し
た
。心
の
中
で
は

君
に
、
や
め
ろ
よ

と
言
お
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
な
ぜ
か
、

勇
気
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
い
じ
め
ら

れ
る
の
が
自
分
に
な
る
の
が
恐
く
て
、
言
え

な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
日
々
が
続
く
中
、
僕
の
気
持
ち
を

大
き
く
変
え
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
父

の
死
で
す
。
そ
の
と
き
の
こ
と
は
、
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
聞
い
た
と
き

に
は
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
最

初
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
週
間
も
二
週
間
も
学
校
に
行
け
ず
、
た
だ
、

ぼ
ー
っ
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

こ
と
を
考
え
、
徐
々
に
、

死

と
い
う
も

の
の
悲
し
さ
、
つ
ら
さ
、
死

と
い
う
意

味
の
重
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
命
は
一
瞬
に

し
て
消
え
、
二
度
と
戻
っ
て
こ
な
い
も
の
だ
。

だ
か
ら
命
を
大
切
に
、
今
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
深
く
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

周
り
の
子
た
ち
は
、
僕
の
よ
う
な
経
験
が
な

い
か
ら
、

死
ね

と
か
、
軽
々
し
く
言
え

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
こ
の
気
持
ち
を
伝
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
僕
が

強
く
な
ら
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
と
き
、
僕
に
は

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
の
実
家
が

あ
る
徳
島
へ
の
引
っ
越
し
が
一
週
間
後
に
決

ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
落
ち
込
ん
で
い
る
暇

は
無
い
と
思
い
、
学
校
に
行
っ
た
僕
は

君

に
言
い
ま
し
た
。
い
じ
め
な
ん
か
や
め
ろ
よ
。

い
じ
め
た
っ
て
喜
ぶ
人
は
い
な
い
し
、
悲
し

む
人
が
い
る
だ
け
だ
ろ
。
自
分
だ
っ
て
ほ
ん

と
は
嫌
だ
ろ
。

死
ね

と
か

消
え
ろ

と
か
言
葉
の
重
さ
を
知
ら
な
い
の
に
、
言
う

な
よ

と
言
い
ま
し
た
。
父
親
の
突
然
の
死
、

そ
の
あ
と
僕
が
考
え
た
こ
と
も
伝
え
ま
し
た
。

友
だ
ち
は
、
黙
っ
て
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

僕
の
言
葉
に
う
な
ず
い
て
、
そ
の
あ
と
、

君
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
ご
め
ん
。
言
葉
の

重
さ
も
知
ら
ず
に
言
っ
て
、
本
当
に
ご
め
ん
。

ぜ
っ
た
い
に
死
ぬ
な
ん
て
こ
と
は
言
わ
な
い
。

そ
し
て
、
い
じ
め
は
絶
対
に
し
な
い
。
ほ
ん

と
う
に
ご
め
ん

と
あ
や
ま
り
ま
し
た
。

君
は
と
て
も
優
し
い
笑
顔
で

い
い
よ

と

一
言
言
い
ま
し
た
。

僕
も
、

君
に
言
い
ま
し
た
。

今
ま
で
助
け
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
ご
め

ん
。

君
は
笑
顔
で
、
あ
り
が
と
う

と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
自
分
の
中
で
も
や

も
や
し
て
い
た
気
持
ち
が
、
ス
ー
っ
と
晴
れ

ま
し
た
。

今
も
時
々
耳
に
す
る
暴
言
。
冗
談
半
分
で

言
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

い
つ
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
自
分
の
ス
ト

レ
ス
を
晴
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

関
係
な
い
ふ
り
を
し
よ
う
と
す
る
自
分
が
い

ま
す
。
楽
な
考
え
方
を
す
る
自
分
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
亡
く
な
っ
た
父
の
顔
や
、

君

の
優
し
い
笑
顔
を
思
い
出
し
ま
す
。
あ
の
時

の
自
分
の
よ
う
に
強
い
気
持
ち
を
持
と
う
。

や
め
ろ
よ

と
一
言
言
う
。
す
る
と
、
ま

た
気
持
ち
が
ス
ー
っ
と
し
て
き
ま
し
た
。

父
の
分
も
頑
張
っ
て
生
き
抜
こ
う
と
決
め

た
僕
に
と
っ
て
、
正
し
い
こ
と
を
素
直
に
認

め
、
悪
い
こ
と
を
否
定
で
き
る
強
い
意
志
を

持
つ
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

命
を
大
切
に
、
今
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

財
団
法
人

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ユ
よ
り

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、
今

徳
島
県
・
三
好
市
立
池
田
中
学
校

三
年

浦
谷
う
ら
た
に

毅
た
け
る

犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
地
域
社
会
を
創
る
た
め
に

月

日
、
平
成

年
度
広
島
県
更

生
保
護
功
労
者
顕
彰
式
が
大
竹
会
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

竹
原
・
大
崎
上
島
保
護
区
保
護
司
会

よ
り
、
森
川
家
忠
さ
ん
（
木
江
）、
元

樋
光
伸
さ
ん
（
東
野
）
が
、
中
国
地
方

保
護
司
会
連
盟
会
長
彰
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。



らんどは大崎上島町の委託障害者相談支援事業です。

障害のある人の地域生活支援セミナー のご案内

主催 広島県障害者相談支援事業連絡協議会、共催 広
島県知的障害者福祉協会による 回目のセミナーです。

障がいのある人が地域で生活していくために、その人
が望む必要な支援を障害福祉サービスだけでなく、地域
の社会資源を有効に活用しながら、地域生活を支えてい
くことが必要とされています。このセミナーでは、身近
な地域でその人らしく暮らしていくための 地域づくり
を進めるにあたって、関係機関と地域はどのように連携、
協働すればよいかを考えていくことを目的としています。
今回のセミナーでは、これからの障害福祉施策と権利
擁護をテーマに考えていきたいと思います。

日 時 月 日
会 場 呉市つばき会館 階音楽ホール

呉市中央 丁目

参加対象者 障がいのある人の地域生活支援に関心
のある方

定 員 名
参 加 費 円
申 込 方 法 月 日 までに、 らんどに連絡

してください。
電話・ ・ なんでも可。

第 回サポートファイル書き方勉強会開催します

役場福祉課や らんどの職員と一緒に、ご自分やご家
族のサポートファイルを作っていきましょう。今年度最
後の書き方勉強会は大崎地区です。配布も行っているの
で、お気軽にご参加ください。
日 時 月 日
場 所 旧ふれあい農園（中野 ）

向山の中電ふれあいホール近く

相 談 先
大崎上島町生活サポートセンター
らんど（担当 西田・底押）

＠
電話は転送する場合があります。そのままお待ちくだ
さい。
相談方法 電話相談・来所相談・訪問相談
相談時間 月 金曜日

相談は無料で、秘密は固く守られます。

日 時 月 日
会 場 呉市つばき会館 階音楽ホール

呉市中央 丁目

参加対象者 障がいのある人の地域生活支援に関心
のある方

定 員 名
参 加 費 円
申 込 方 法 月 日 までに、 らんどに連絡

してください。
電話・ ・ なんでも可。

骨量が減少し、骨の微細構造が老化したために骨が
もろくなり骨折し易くなった状態 を骨粗鬆症といいま
す。
人の骨量は成長期で増加し、骨格成熟に達する 歳頃

に最大となり、それ以降 歳頃まで一定に維持された後
は加齢に伴い徐々に減少していきます。成長によって形
成された骨は、破骨細胞による骨吸収と、それに続く骨
芽細胞による骨形成により日々絶えず造り替えられてい
ます。骨の造り替えのバランスが崩れることで骨量が減
り骨粗鬆症になります。
骨粗鬆症が進行すると骨がもろくなるため転倒がきっ
かけで骨折し易くなります。また気づかない間に背骨が
つぶれて圧迫骨折を起こし易くなります。圧迫骨折を起
こすと徐々に姿勢が悪くなり、背中や腰が痛むといった
弊害が生じて日常生活にも支障を来すといった悪循環に
陥ってしまいます。
骨粗鬆症の治療は、 骨折予防 生活の質（ ）

の維持・向上を目指します。治療の基本は、食事、運動、
適度な日光浴などを中心とする生活習慣の改善ですが、
それでも不十分な場合には薬物療法を追加します。
薬物治療には骨の再造形バランスを取り戻す薬や、カ
ルシウムの吸収を助ける薬など、患者様の病態に応じて
様々な薬が使われます。いずれの薬も効果は短期間では
現れないため、根気よく継続して服用することが大切で
す。
骨粗鬆症と診断されなかった場合でも骨折を予防する
ために転倒しにくい衣服や靴を身に着け、家の中の段差
をなくしたり、つまづきやすい場所に手すりを付けるな
どの生活環境の工夫・改善も重要といえます。
骨量（骨密度）の測定は痛みもなく、簡単に短時間に
外来検査にて可
能です。 最近
特に背が低く
なった… もし
くは 最近腰痛
がひどい… な
どの症状がある
際には骨粗鬆症
の可能性もある
ため、整形外科
の受診をお勧め
致します。

骨粗鬆症（こつそしょうしょう） とは

県立安芸津病院 整形外科副部長 新本誠一郎



インフルエンザは
感染させないことが大事です

エネルギー 、たん白質 、カルシウム 、塩分

材 料 分量（ 人分）

ごはん 中盛り 杯
ちりめんじゃこ 小さじ
梅干し（果肉） 個
とろけるスライスチーズ 枚

月号の 早寝・早起き・朝ごはん のパート で、
日 回の食事で“朝食”が注目される理由は、約 日

周期で変化する体温や尿量、ホルモン分泌、運動能力、
記憶力などのからだのリズムと関係があり、朝食は元気
の源であるとお伝えしました。今回は、朝食の大切さを
つのポイントに分け、もう少し詳しくお伝えします。

．一日のリズムを作る。
欠食するとからだのリズムが乱れ、体調も崩し
ます。

．丈夫なからだをつくる。
欠食すると骨密度の低下や貧血傾向になります。

．集中力を高める。
脳にエネルギーが補給され、集中力・記憶力が
アップします。

．スポーツのスタミナ不足を解消する。
筋肉に栄養をためて持久力アップ。

そんなことを言っても朝は時間がない という人に
は、せめてコップ 杯の牛乳とおむすびかパンだけはと
るようにしましょう！ どうしても食べられない とい
う人はコップ 杯の牛乳やバナナをとるようにするなど
まずは食べることから始め
ましょう

．一日のリズムを作る。
欠食するとからだのリズムが乱れ、体調も崩し
ます。

．丈夫なからだをつくる。
欠食すると骨密度の低下や貧血傾向になります。

．集中力を高める。
脳にエネルギーが補給され、集中力・記憶力が
アップします。

．スポーツのスタミナ不足を解消する。
筋肉に栄養をためて持久力アップ。

作り方

ねぎは小口切りにする。
梅干しは小さくちぎる。
卵をわりほぐし、その中にごはん、ちりめんじゃこ、
のねぎ、 の梅干し、しょうゆを混ぜ合わせる。

フライパンにサラダ油をひき、 の生地を入れ、両
面こんがり焼く。最後にとろけるチーズをのせる。
中に入れる具材や味つけは色々とアレンジ出来ます。

早寝・早起き・朝ごはん パート

卵ごはん焼き卵ごはん焼き

例年 月はインフルエンザが流行している時期です。
インフルエンザの感染力は非常に強いので、一人ひと
りが注意して感染を広げないようにしましょう。

インフルエンザがうつらないようにするためには？
インフルエンザウイルスが体内に入る ことで感

染するので、体内に入れないようにします。

外出から帰った時などには、すぐに流水と石鹸
で手を洗い、うがいをしましょう。手洗いができ
ないときは、アルコールを含んだ消毒液も効果
的です。
バランスのとれた食事、睡眠を十分にとり抵抗
力を高めておきましょう。

インフルエンザにかかった時、気を付けることは？
他の人にうつさない ことが大事です。患者さん

はできるだけ他の家族と離れて静養しましょう。

時間に 回程度、換気をします。
咳が出るときはマスクをつけます。
熱が下がった後も 日程度は他の人にうつす可
能性があるので、自宅療養をしましょう。

外出から帰った時などには、すぐに流水と石鹸
で手を洗い、うがいをしましょう。手洗いができ
ないときは、アルコールを含んだ消毒液も効果
的です。
バランスのとれた食事、睡眠を十分にとり抵抗
力を高めておきましょう。

時間に 回程度、換気をします。
咳が出るときはマスクをつけます。
熱が下がった後も 日程度は他の人にうつす可
能性があるので、自宅療養をしましょう。

サラダ油 少々
卵 個
ねぎ 小さじ
濃口しょうゆ 少々



海外宝くじ は買ってはだめ！海外宝くじ は買ってはだめ！

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

【事例】
海外から 宝くじの当選金を受け取る権利がある
というような主旨の手紙が届いたので、当選金をもら
うために必要だという 円分の定額小為替を返信用
封筒に入れて送りました。
すると、いろいろな国から同様の手紙が大量に届く

ようになりました。どれも 週間以内に返送しないと
権利を失うなどと書いてあるので期日内に送金してき
ましたが、まがい物のネックレスや腕時計は届くもの
の当選金は一度も振り込まれたことがありません。今
まで総額 万円以上は
送金したと思います。
最近は生活費が足りな

くなり、別居の息子に相
談したら、だまされてい
ると言われました。（
歳代 男性）

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

月 金曜日 奇数月の第 金曜日

消
費
生
活
情
報

消
費
生
活
情
報

【手口 】 息子や孫になりすまして、現金をだまし取る。
対策 日頃から家族間で連絡を取り合い、だまさ

れない環境をつくりましょう。
携帯電話番号が変わった と家族から電

話があったときは、 必ず元の番号 に電話
しましょう。

【手口 】 警察官や公的機関等を名乗り、現金やキャッ
シュカードを要求する。

対策 警察官や公的機関等がキャッシュカードを
預かったり、暗証番号を聞いたりすることは
ありません。絶対に預けたり、教えたりしな
いようにしましょう。

消費生活
相談窓口
消費生活
相談窓口

振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
と

被
害
防
止
対
策

問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問

振り込め詐欺にだまされないために
“日本一安全・安心な大崎上島町”の実現

【アドバイス】
億円を受け取る権利が発生！という

封書が来た 身に覚えのない当選通知が
届た など、いわゆる 海外宝くじ に関
する相談が再び増加傾向にあります。
このような手紙は、主にオーストラリア
やドイツ、香港、カナダなどからエアメー
ル等で送られてきますが、最近は中国も目
立ちます。事例のように いつか必ず当た
る と強く信じ込み、当選金を受け取るた
めの手数料などを送り続け、被害に気づい
た時には多額の費用をつぎ込んでしまって
いるケースが見られます。
海外の宝くじは日本国内で買うだけでも
違法です。絶対に手を出さないようにしま
しょう。

ちょっと待った！
その振り込み、だまされてはいませんか？

振り込め詐欺被害が依然として多発
しています。その手口は日々巧妙かつ
悪質なものになっており、最近では従
来のように金融機関を通じて 振り込
ませる ものに加え、犯人が警察官等
名乗りキャッシュカードや現金を直接
自宅に取りに来るなどして直接受け取
る手口の詐欺や外国通貨の購入をめぐ
る振り込め詐欺も増加しています。
振り込め詐欺被害にあわないように
注意しましょう。



確
定
申
告
を
お
忘
れ
な
く
申
告
相
談
受
付
期
間

月

日

月

日

問
税
務
課

確
定
申
告
を
お
忘
れ
な
く
申
告
相
談
受
付
期
間

月

日

月

日

問
税
務
課

問

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
相
談
の
日
程
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
昨
年
と
変
更
箇
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
程
と
会
場
を
よ
く
確
認
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

月

日
以
降
は
、
役
場
窓
口
で
所
得
税
に
関
す
る
申
告
相
談
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
竹
原
税
務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

譲
渡
所
得
（
土
地
、
建
物
、
株
な
ど
）、
特

殊
な
控
除
（
雑
損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
）
が
あ
る
方
や
事
業
所
得
で
収
支
内
訳
書
が
完
成
し
て
い
な
い
方
は
、
税
務
署
職
員
に
よ
る
申
告
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

月

日
以
降
は
、
役
場
窓
口
で
所
得
税
に
関
す
る
申
告
相
談
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
竹
原
税
務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申告に必要なもの
印鑑 源泉徴収票（給料、報酬、年金、恩給がある人で、所得税の額が記さ

れたもの） 生命保険、地震保険、損害保険（長期）、社会保険料等の支払証
明書 生命保険等満期支払通知書、個人年金等の支払通知書 国民年金保険
料控除証明書 身体障害者手帳等 預貯金通帳等（還付申告の場合は振込先
の分かるもの）

申告書が税務署から届いた方は、その郵送された申告書をご持参ください。

税務署職員が対応します 東野文化センター大ホール

役場職員が対応します

月 日 受 付 時 間 申告対象者（全地区）

月 日 営業、農業などの事業を行っている方
土地、建物、株などの譲渡所得のある方
雑損控除、住宅借入金等特別控除のある方

月 日

月 日 営業、農業などの事業を行っている方
土地、建物、株などの譲渡所得のある方
雑損控除、住宅借入金等特別控除のある方

月 日

月 日 受 付 時 間 場 所 申告対象者（区域）

月 日
月 日
月 日

東野文化センター
大 ホ ー ル

全 地 区 対 象

月 日 西 野 公 民 館 瀬 井 ・ 原 田

月 日
西 野 公 民 館 瀬 井 ・ 原 田

大串支所会議室 大 串 ・ 瀬 井

月 日 大串支所会議室 大 串 ・ 瀬 井

月 日 木 江 会 館
岩 白 ・ 宇 浜

郷 ・ 天 満 ・ 野 賀

月 日 沖浦漁村センター
上 の 谷 ・ 中 浜

木 越 ・ 三 里 浜

月 日 明 石 会 館
向 浜 ・ 本 浜

岡 部

月 日
月 日
月 日

東野文化センター
大 ホ ー ル

全 地 区 対 象

月 日 西 野 公 民 館

月 日
西 野 公 民 館

大串支所会議室

月 日 大串支所会議室

月 日 木 江 会 館

月 日 沖浦漁村センター

月 日 明 石 会 館

月 日 受 付 時 間
場所及び申告対象者（区域）

東野保健福祉
セ ン タ ー

大 崎 支 所
階 会 議 室

木江支所内

月 日 外表・鮴崎 山尻・長島・東原下

全地区対象

月 日 垂 水 原 下

月 日 古 江 本 郷

月 日 盛 谷 片 浜

月 日 白水・小原・上組 大西（注 ）

月 日 下組・矢弓・大田
向山（ 分区）

向山（ 分区）

月 日
脇之浦・生野島
契島

向山（ 分区）

向山（ 分区）

月 日
日

全地区対象 全地区対象

東野保健福祉
セ ン タ ー

大 崎 支 所
階 会 議 室

木江支所内

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日
日

（注 ）大西地区
午前 い、ろ、は 、は 、遊園地、中浜、に、ほ、中、中之江

午後 新浜、加渕、ち、り、沖り、長江、ぬ、奥ぬ



休
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

法
務
局
で
は
、
全
国
一
斉
休
日
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
登
記
・
筆
界
・
遺
言
・
戸

籍
・
供
託
・
人
権
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
専
門
員
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）。

日

時

月

日

時

時
ま
で

場

所

広
島
法
務
局
東
広
島
支
局

東
広
島
市
西
条
旭
日
町

番

号

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
広
島
法
務
局

東
広
島
支
局

ま
で
、
お
願
い
し
ま
す
。

司
法
書
士
に
よ
る
島
し
ょ
部

一
斉
法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す

日

時

月

日時
か
ら

時

予
約
優
先

場

所

大
崎
上
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
事
項

相
続
・
遺
言
・
遺
産
分
割
・
近
隣
関
係
・

不
動
産
の
登
記
・
悪
質
商
法
被
害
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
等
の
借
金
の
お
悩
み
等

司
法
書
士
が
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
法
律
問
題
全
般
で
す
。

予
約
・
問
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

事
務
局

時

時
ま
で

日

時

月

日

時

時
ま
で

場

所

広
島
法
務
局
東
広
島
支
局

東
広
島
市
西
条
旭
日
町

番

号

予
約
・
問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
始
ま
っ
て
こ
れ
ま

で

件

万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成

年
度

件

円

平
成

年
度

件

円

平
成

年
度

件

円

平
成

年
度

件

円

（

月
末
現
在
）

ご
寄
付
の
お
申
し
出
の
際
に
、
大
崎
上
島

町
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
本
年

度
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
へ
の

公
表
の
同
意
も
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
ふ
る

さ
と
へ
の
想
い

を
順
次
紹
介
い
た
し
ま
す
。

大
阪
市

様

毎
月
、
大
崎
上
島
町
だ
よ
り
を
送
っ
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
つ
か
し
く

拝
見
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
、
母
親
も

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
ふ
る
さ
と
納

税
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
義
母

は
昨
年
大
阪
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
大
崎

に
帰
り
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
病
気
を
患

う
と
島
で
治
療
で
き
ず
、
医
療
看
護
の
不
足

を
感
じ
ま
す
。
施
設
に
し
て
も
体
調
不
良
で

退
所
し
て
、
結
局
は
島
外
で
亡
く
な
る
と
い

う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
点
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
、
島
で
最
後
ま

平
成

年
度

件

円

平
成

年
度

件

円

平
成

年
度

件

円

平
成

年
度

件

円

（

月
末
現
在
）

で
住
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州

古
田
隆
顕
様

い
つ
も
ふ
る
さ
と
の
安
泰
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。（

万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。）

千
葉
県
習
志
野
市

亀
田
典
章
様

さ
す
が
に
今
年
は
東
北
に
援
助
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
崎
上
島
で
の
生
活
は

分
の

し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
切
な
ふ
る
さ
と
で
す
。

働
け
な
い
人
は
知
恵
を
出
し
、
元
気
な
人

は
汗
を
か
き
、温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
島

づ
く
り

に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

行
政
は
豊
か
な
農
林
・
水
産
資
源
を
財
産

に
、
お
年
寄
り
を
大
切
に
し
、
子
供
を
産
み

育
て
将
来
を
担
っ
て
い
く
若
者
の
育
成
に
尽

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
微
力

で
す
が
、
今
後
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

兵
庫
県
宝
塚
市

町
田
嘉
宏
様

（
平
成

年
・

年
で

万

千
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

皆
様
か
ら
頂
い
た

ふ
る
さ
と
の
た
め
に

何
か
し
た
い
・
応
援
し
た
い
・
大
切
に
し
た

い

と
の
想
い
と
ご
厚
志
を
大
切
に
、
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

離
島
人
材
育
成
助
成
事
業
の
募
集
し
ま
す

離
島
住
民
の
自
発
的
な
島
づ
く
り
活
動
に

対
す
る
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

月

日
か
ら
来
年
の

月
末
ま
で
に
行

う
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
経
費
の

分
の

以
内
で

万
円
を
限
度
額
に
助
成
。
募

集
要
項
は
企
画
課
（
本
庁
）
に
あ
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、

月

日

ま
で
に
申

請
書
を
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー

経
済
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

月

日

現
在
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

の
調
査
は
、
日
本
経
済
の
活
動
状
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
総
務
省
統
計
局
が
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
平
成

年
実
施
の
経
済

セ
ン
サ
ス

基
礎
調
査
を
基
に
し
て
お
り
、

個
人
経
営
の
農
林
漁
家
な
ど
を
除
い
た
、
す

べ
て
の
事
業
所
・
企
業
が
調
査
対
象
と
な
り

ま
す
。

大
崎
上
島
町
で
は
、

人
の
調
査
員
が
各

事
業
所
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

月
中
は
調

査
協
力
の
お
願
い
と
調
査
書
類
配
布
に
伺
い
、

月

日
か
ら

月

日
ま
で
は
、
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
調
査
票

を
集
め
る
た
め
に
再
度

訪
問
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
企
画
課

問問

遠
く

ふ
る
さ
と

を
想
う

問
税
務
課

遠
く

ふ
る
さ
と

を
想
う

問
税
務
課

問



保
険
税
・
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
税
・
保
険
料
は
、
加
入
者
が
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
時
、
医
療
費
の
支
払
い
に
充
て

る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

保
険
税
・
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
人
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
税
・
保
険
料
に
未
納
が
あ
る

場
合
に
は
、
通
常
の
被
保
険
者
証
よ
り
も
有

効
期
限
の
短
い
短
期
被
保
険
者
証
を
発
行
し

ま
す
。

未
納
が
続
く
と
資
格
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

保
険
税
・
保
険
料
の
未
納
が
続
い
た
場
合

に
は
、
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求
め
、
資
格

証
明
書
を
発
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、病
院
な
ど
の
窓
口
で
、い
っ

た
ん
医
療
費
の
全
額
を
支
払
い
、
後
日
申
請

し
て
本
来
の
自
己
負
担
分
を
除
い
た
金
額
が

特
別
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

財
産
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す

こ
の
他
、
保
険
税
・
保
険
料
に
未
納
が
あ

る
と
、
給
与
・
年
金
・
預
貯
金
な
ど
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険

税
・
保
険
料
は
、
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。納

期
限
内
に
納
め
ら
れ
な
い
特
別
な
事
情

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
庁
税
務
課
又
は

各
支
所
地
域
振
興
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

問

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
国
保
の
手
続
き

国
保
の
脱
退
手
続
き

就
職
等
に
よ
り
勤
務
先
の
健
康
保
険
（
社

保
・
健
保
組
合
等
）
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た

方
や
、
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
な
っ
た

こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
を
し
な
い
で
い
る
と
、
本
来
、
納

付
す
る
必
要
の
な
い
国
民
健
康
保
険
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
誤
っ
て
国
民
健
康
保

険
証
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
後
で
大
崎
上

島
町
が
負
担
し
た

割
又
は

割
の
医
療
費

を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

忘
れ
な
い
よ
う
に
、
本
庁
又
は
各
支
所
の

窓
口
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

喪
失
手
続
き
に
必
要
な
も
の

勤
務
先
等
で
発
行
さ
れ
た
新
た
な
健
康
保

険
証
又
は
健
康
保
険
資
格
取
得
証
明
書
、
国

民
健
康
保
険
証
及
び
印
鑑
で
す
。

国
保
の
加
入
手
続
き

離
職
等
に
よ
り
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
資

格
を
喪
失
さ
れ
た
方
の
内
、
任
意
継
続
を
選

択
し
な
い
方
や
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に

な
ら
な
い
方
、
又
は
、
今
ま
で
他
市
町
村
の

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
て
大
崎
上

島
町
に
転
入
し
て
来
ら
れ
た
方
は
、
本
庁
又

は
各
支
所
の
窓
口
で
国
民
健
康
保
険
へ
の
加

入
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
し
な
い
で
い
る
と
、
保
険
証
が
な

い
状
態
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
、
医
療
費

を
全
額
負
担
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

病
院
に
は
行
か
な
い
の
で
保
険
証
は
必

要
な
い

と
言
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
制
度
は

保
険
証

が
必
要
な
期
間
だ
け
加
入
す
る

と
い
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
法
の
定
め
に
よ
り
、

必
ず
ど
れ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
い

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

前
に
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資
格
喪
失

日
ま
で
遡
っ
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
遡
っ
て
加
入
し
た
期
間

分
の
国
民
健
康
保
険
税
も
一
度
に
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
経
済
的
な
負

担
が
非
常
に
大
き
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
に
必
要
な
も
の

勤
務
先
等
で
発
行
さ
れ
た
資
格
喪
失
証
明

書
又
は
離
職
票（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
）

及
び
印
鑑
で
す
。

問
保
健
衛
生
課

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
し
て
い
ま
す

自
衛
隊
で
は
、
以
下
の
幹
部
候
補
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
種
目

一
般
・
技
師

歳
以
上

歳
未
満

歯
科
・
薬
剤
科

歯

科

歳
以
上

歳
未
満
で
大

学
で
正
規
課
程
を
修
了

（
見
込
み
含
む
）

薬
剤
科

歳
以
上

歳
未
満
で
大

学
で
正
規
課
程
を
修
了

（
見
込
み
含
む
）

平
成

年

月

日
現
在

問

医
師
・
歯
科
医
師

医
師
免
許
又
は
歯
科
医
師
免
許
を

所
得
し
て
お
り
、
条
件
を
満
た
す
者

（
詳
細
条
件
は
、
募
集
要
項
に
よ
る
）

募
集
期
間

月

日

ま
で締

切
日
必
着

詳
し
い
各
募
集
要
項
お
よ
び
、
試
験
日
時

等
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本

部
尾
道
出
張
所

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

交
通
規
制
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

月

日

、
大
崎
上
島
駅
伝
を
開
催
し

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
大
会
当
日
一
部
区
間
で

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
沿
道
に
て
、
皆
さ
ま
の
応
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

交
通
規
制
区
域

外
表
道
幅
の
狭
い
区
域

太
田
三
叉
路
（
大
崎
方

面
行
き
）、
盛
谷
道
幅

の
狭
い
区
域

交
通
規
制
時
間

時

分

時

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
大
崎
上
島
町
体
育
協
会
事
務
局
）

交
通
規
制
区
域

外
表
道
幅
の
狭
い
区
域

太
田
三
叉
路
（
大
崎
方

面
行
き
）、
盛
谷
道
幅

の
狭
い
区
域

交
通
規
制
時
間

時

分

時

問



カ
ラ
期
間
を
ご
存
じ
で
す
か

加
入
期
間
が
数
年
足
り
ず
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
と
き
は

歳
か
ら

歳
の

年
間
、
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
、

歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

の
に
加
入
期
間
が
数
年
足
り
な
か
っ
た

と

い
っ
た
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
以
上
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
か
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ

れ
た
期
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ

の

年
に
は
い
わ
ゆ
る

カ
ラ
期
間
（
合

算
対
象
期
間
）
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
が
、

カ
ラ
期
間

を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

カ
ラ
期
間
と
は

年
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
期
間
の
た
め
、

通
称

カ
ラ
期
間

と
呼
ば
れ
、
主
な
も
の

は
、
原
則
、
昭
和

年

月
以
後
の

歳
以

上

歳
未
満
の
期
間
で
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
で
き
た
の
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
次

の
人
の
期
間
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和

年

月
ま
で
の
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者

平
成

年

月
ま
で
の
学
生

海
外
在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、
昭

和

年

月
ま
で
に
厚
生
年
金
な

ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た
期
間

も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
の
が
、

カ
ラ
期
間

を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

昭
和

年

月
ま
で
の
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者

平
成

年

月
ま
で
の
学
生

海
外
在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、
昭

和

年

月
ま
で
に
厚
生
年
金
な

ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た
期
間

も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
人
の
申
出
が
必
要
で
す

こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
、
年
金
の
未
加
入

期
間
と
な
っ
て
い
て
、
日
本
年
金
機
構
に
は

そ
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
原
則

と
し
て
、
ご
本
人
の
申
出
に
基
づ
い
て
カ
ラ

期
間
の
有
無
が
調
査
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

年
の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た

せ
な
い
方
で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た

は
市
区
町
村
役
場
の
担
当
窓
口
に
そ
の
旨
を

申
し
出
て
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
期
間
が
な
い
方
は

カ
ラ
期
間
が
な
い
た
め
に

年
の
資
格
期

間
を
満
た
せ
な
い
方
は
、

歳
か
ら

歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入

者
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の

保
険
料
の
額
は
、
一
般
の
第
一
号
被
保
険
者

と
同
様
、
平
成

年
度
は
月
額

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
任
意
加

入
者
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

任
意
加
入
に
つ
い
て
も
、
年
金
事
務
所
ま

た
は
市
区
町
村
役
場
の
担
当
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
電
話

に
よ
る

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（

）
を
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

問
三
原
年
金
事
務
所

大
崎
上
島
町
役
場

住
民
課

大
崎
支
所

木
江
支
所

問

す
み
れ
祭
り
開
催
し
ま
す

第

回
大
崎
上
島
町
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

す
み
れ
祭
り

を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

問
農
林
水
産
課

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
募
集
し
ま
す

食
育
推
進
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
愛
称

を
募
集
し
て
い
ま

す
。募

集
受
付
は
、

す
み
れ
祭
り
期
間

中
に
大
崎
小
学
校

体
育
館
内
に
あ
る

食
育
ブ
ー
ス
で
受

付
け
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら

の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
保
健
衛
生
課

問問

甲
種
防
火
管
理
者
の
再
講
習
を
行
い
ま
す

劇
場
・
飲
食
店
・
店
舗
・
ホ
テ
ル
・
病
院

な
ど
の
う
ち
、
建
物
全
体
の
収
容
人
員
が

人
以
上
で
、
資
格
取
得
後

年
以
上
の

防
火
管
理
者
は
、
防
火
管
理
に
つ
い
て
再
講

習
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
者
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、筆
記
用
具
、現
修
了
証
及
び
、テ
キ

ス
ト
代

円
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
お
忘
れ
の
無
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

月

日

時

時
ま
で

場

所

東
広
島
市
消
防
局

階
講
堂

東
広
島
市
西
条
町
助
実

定

員

人

申
込
受
付

月

日

ま
で

申
込
時
に
写
真

枚
と

円
切
手

枚
が
必
要
で
す
。

申
込
用
紙
は
最
寄
り
の
消
防
署
、
分
署
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
広
島
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

問
東
広
島
市
消
防
局
予
防
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

東
広
島
消
防
局
は
新
庁
舎
（
国
道

号
線
バ
イ
パ
ス
沿
い
）
に
移
転
し

て
お
り
ま
す
。
お
間
違
え
な
い
よ
う
事

前
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
広
島
消
防
局
は
新
庁
舎
（
国
道

号
線
バ
イ
パ
ス
沿
い
）
に
移
転
し

て
お
り
ま
す
。
お
間
違
え
な
い
よ
う
事

前
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

日 時 月 日 ・ 日

場 所 大崎小学校周辺



年 月 日 年 月 日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

金 健康相談 東野保健福祉センター （受付）

月 育児相談 大崎上島開発総合センター （受付） 三種混合 期

水 建設関係相談窓口（広島県職員） 役場本庁 階会議室

日 第 回大崎上島駅伝

火 上島コスモス 木江保健福祉センター

水 乳幼児相談 木江保健福祉センター （受付）

水 断酒会 東野保健福祉センター

木 乳幼児相談 大崎上島開発総合センター （受付）

土
すみれ祭り 大崎小学校周辺

日

火 春のひな人形展 大望月邸 月 日 まで

三種混合 期
木 フッ素塗布 東野保健福祉センター （受付）

土

日

木江ロードレース大会

絵本のよみかたり 情報プラザ・エル

横田神楽団 大崎上島 大崎上島文化センター ホール 神峰 開場

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

三種混合 期

三種混合 期

月の納税 納期限は、 月 日 です。

固 定 資 産 税（第 期）

国 民 健 康 保 険 税（第 期）

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料（第 期）

納付は、口座振替で

納期限を必ず守りましょう。
口座振替をご利用の方は、預金残高の確認をお願いし
ます。納期限までに納付確認できない場合は、督促状
を発送します。 問税務課（本庁）

月の納税

問

竹
原
市
休
日
当
番
医

竹
原
市
休
日
当
番
医

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

月の診療日

日 ・ 日
受付時間
診療開始

休
日
当
番
医

休
日
当
番
医

内科 日曜・祝日

竹原市休日診療所

外科 日曜・祝日
・ ・

馬場病院
・ ・

安田病院

（注）事前にお電話を

射場医院

寺元医院

田村医院

申 告 と 納 税 は 期 限 内 に ！

平成 年分の確定申告・納期限
所得税・贈与税 月 日
消費税・地方消費税（個人事業者） 月 日

納税は便利な口座振替をご利用ください（振替日）

所得税 月 日
消費税・地方消費税（個人事業者） 月 日
詳しい情報は国税庁ホームページへ
国税庁 で検索

申 告 と 納 税 は 期 限 内 に ！

納税は便利な口座振替をご利用ください（振替日）



平平成成

編
集
後
記

月
に
入
り
一
段
と
冷
え
込
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
節
分
を
過

ぎ
れ
ば
暦
の
上
で
は
立
春
で
す
。

春
の
足
音
が
も
う
そ
こ
ま
で

と
言
え
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
暖

か
く
な
る
ま
で
は
も
う
少
し
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
ね
。

人
は
暖
房
器
具
の
お
世
話
に
な

る
日
が
も
う
少
し
続
き
そ
う
で
す

が
、
草
花
は
寒
い
中
、
春
に
は
力

い
っ
ぱ
い
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
、

今
は
力
を
貯
め
て
待
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
て
咲

か
す
花
だ
か
ら
こ
そ
、
春
の
花
は

一
段
と
美
し
い
も
の
で
す
ね
。

発行日 年 月 日
発行・編集 大崎上島町企画課

広島県豊田郡大崎上島町東野

アドレス

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

捨
て
き
れ
ぬ
老
の
道
連
れ
冬
帽
子

馬
越

幸
江

普
段
着
の
生
業
な
れ
ど
松
の
内

平
原

千
歳

八
十
路
な
ほ
家
族
の
要
初
厨

く
り
や

越
田
レ
イ
コ

南
風
俳
句
会

廊
下
よ
り
杖
の
音
す
る
除
夜
の
妻

戀
田

和
夫

獅
子
舞
に
頭

こ
う
べ

差
し
伸
べ
当
歳

と
う
さ
い

児

横
本
三
四
郎

朝
ま
だ
き
ゆ
つ
た
り
と
舞
う
初
鴎

か
も
め

植
田
と
も
子

木
江
神
潮
俳
句
会

軒
下
の
大
根
に
留
守
頼
み
け
り

藤
原

幸
子

ク
レ
パ
ス
の
粗あ

ら

き
タ
ッ
チ
や
冬
木
立

山
本

京
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

紅
葉

こ
う
よ
う

の
広
が
る
岬さ

き

や
島
七
里

高
橋
の
り
子

雨
し
づ
く
こ
ぼ
れ
し
庭
や
萩
の
花

宮
城

靖
子

年
の
瀬
を
共
に
越
し
け
り
影
法
師

か
げ
ぼ
う
し

藤
解

静
風

大
崎
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

散
紅
葉

ち
る
も
み
じ

さ
ざ
波
揺
る
る
雁
木

が
ん
ぎ

か
な

神
本

文
江

寒
波
来ら

い

急
ぎ
衣き

ぬ

脱
ぐ
く
ぬ
ぎ
山

安
本
美
保
子

合
す
手
の
先
に
見
ゆ
る
は
冬
薬
師

や
く
し

上
利

雅
子

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

放
任
の
み
か
ん
畑
に
野
水
仙

小
林

直
枝

何
年
も
一
人
正
月
遠
き
子
等

加
島

雪
枝

秋
深
し
亡
き
妻
想
ふ
一
周
忌

坂
本

順
一

東
野
公
民
館
俳
句
会

羊
羹

よ
う
か
ん

の
差
し
入
れ
も
あ
り
年
用
意

石
本

秋
翠

新
装
の
店
に
溢
る
る
シ
ク
ラ
メ
ン

植
田
と
も
子

密
柑
摘
む
山
の
向
ふ
の
夕
茜

谷
本

佳
子

田原
たはら

颯真
そうま

ちゃん（木越区）田原
たはら

颯真
そうま

ちゃん（木越区）

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の
写

真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
課
ま
た
は
、
各
支
所
地
域
振
興
課
。

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）
・
保
護
者
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、

月

日

。

＠

問
企
画
課

問


